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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ロシア正教会および亡命ロシア人の結成した在外ロシア正教会におけ
る、ロマノフ王朝最後の皇帝ニコライ二世に対する崇敬と列聖から、それぞれの教会の歴史認識や政治的立場を
考察したものである。生前、不人気だった皇帝は、亡命ロシア社会において革命の犠牲のシンボルとなり、ロシ
アの聖ヨブになぞらえられた。1981年には在外教会において革命への批判と復古主義のメッセージを本国に突き
つける形で、革命期の多くの殉教者たちと共に聖人に列せられた。1980年代末以降、ロシア本国でも亡命教会で
形成された言説が急速に受け入れられ、それは今日の復古的保守主義にまで影響を及ぼしている。
　

研究成果の概要（英文）：　The primary purpose of this project is to shed light on historical 
narratives and political stance of the Russian Orthodox Church（ROC) and the Russian Orthodox Church
 Outside of Russia（ROCOR), analyzing the process of veneration and canonization of Nikolay II, the 
last emperor of the Romanov Dynasty. During his lifetime, he was a quite unpopular emperor, while 
after the Russian revolution, he and his family's tragic execution symbolized victim of the 
revolution and war. Then, Nikolay was compared to St. Job in Russia. In 1981, ROCOR canonized 
Nikolay II as a symbol of many other victims and martyrs under the Bolshevik regime, in order to 
underline critical stance to the revolution and revisionism in front of Soviet people. Since the 
late 1980s, Russian monarchist groups had positively accepted these discourse formed in the ROCOR, 
which link to the contemporary revisionist conservatism in Russia.   

研究分野： 宗教社会学

キーワード： ロシア　ロシア正教　ディアスポラ　聖人崇敬

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ニコライ二世の崇敬は広く社会的関心を惹きつける問題であるが、本研究はニコライ二世の崇敬がいつどのよ
うに始まり、どう展開したのかという過程を歴史的な見地から明らかにすることができた。また、亡命教会の聖
職者によってニコライ二世に付与された神秘的な意味づけが、ペレストロイカ末期のロシアで大衆的関心を惹き
つけた正教と君主主義に対する関心と絡みあい、「ツァレボージュニキ」と呼ばれる極右的君主主義者の宗教集
団を生み出したことへの注目は、ロシア政治と正教の昨今の関係を考える上で重要な示唆を与えるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ロシア革命後、無神論イデオロギーを推進する党・国家の下で、教会は閉鎖され聖職者は減少

した。しかし、宗教宥和政策がとられた第二次大戦中から戦後のソ連では、教会に通えなくな
った多くの人々が聖なる泉・丘・木・川などの自然物や教会や修道院の跡地、墓を参詣したこ
とが知られている。研究代表者は、以前の研究課題で、ペテルブルグの聖クセーニヤ（18C 前
半-1806？、1988 年列聖）、モスクワの聖マトローナ（1881-1952、1999 年列聖）、皇帝ニコライ
二世一家（1918 年 7月 16 日銃殺、2000 年列聖）といった著名な現代の聖人を取り上げ、その
崇敬と列聖について検討した。彼らを祀る聖地では、連日何千人もの巡礼者が祈りを捧げるた
め数時間にわたり行列をなしており、聖人崇敬が現代ロシア正教におけるきわめて重要な宗教
実践であることに疑念の余地はない。しかし、これについてはロシアの研究者である S.シュテ
ィルコフや Z.コルミナなどが個別の優れた論考を英文・露文で発表しているほかはほとんど研
究されておらず、日本国内ではロシアの歴史学や人類学研究者の間でさえほとんど知られてい
ない（Kormina 2013、 Shtylkov 2011 ほか）。研究代表者は、現代の聖人崇敬についての個別
の研究に加えて、事例の比較検討と列聖のプロセスを考慮に入れることによって、後期社会主
義時代から現代に至るロシア社会における聖人の意義をより広範囲に捉えることを目指した。 
 
２．研究の目的 
社会主義体制崩壊前夜の 1988 年以降、ロシア正教会は 2,000 人近い人物を列聖した。その背

景には、聖人崇敬という宗教実践の社会的インパクトが増大したという理由があり、さらには、
列聖が教会による歴史認識と政治的立場を表明する重要な手段となっているという政治的な側
面が挙げられる。加えて、現代の列聖は亡命者のロシア教会が本国の教会に先んじて取り組ん
だ問題であり、列聖には正教会を通じた国際政治の要素も含まれている。 
本研究課題では、後期社会主義時代から現代までの国際関係の中の正教会の役割に着目しな

がら、聖人の崇敬と列聖が現代社会において新たに帯びるに至った社会的・政治的意義を検討
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では、ロシア帝国最後の皇帝ニコライ二世の崇敬と列聖を事例として、以下の 3
点を明らかにすることを主要な研究課題とした。 
（１） 後期社会主義時代以降のモスクワ総主教庁による列聖のプロセスと聖人崇敬 
（２） モスクワ総主教庁とエキュメニカル運動 
（３） 亡命教会における崇敬の実態と列聖のプロセス 
それぞれの対象について、アーカイヴ資料、雑誌・新聞記事の収集と分析、関係者に対する

インタビューを行った。 
 
４．研究成果 
前項目で述べた研究課題（１）については、ロシア帝国最後の皇帝ニコライ二世一家の崇敬

と列聖を中心に研究を進めた。2016 年 3月にモスクワで行った「列聖に関する聖宗務院委員会」
の委員であるオレグ長司祭、イリヤ・グラズノフ絵画・彫刻・建築アカデミーのボリシャコフ
教授に対するインタビュー調査、またエカテリンブルグで行ったニクーリン司祭、エカテリン
ブルグ郷土博物館学芸員ネウイマン氏および歴史家シートフ氏に対するインタビューと州立図
書館で収集した文献を検討した。調査結果については、国内の研究会及び国際ワークショップ
で報告することができた。 
（２）のエキュメニカル運動については、先行研究を調査した結果、エキュメニカル運動の全
体像を把握するためには、かなり広範囲にわたってアーカイヴ調査をする必要があることが明
らかになった。その後、資料収集の過程で、聖チーホン正教人文大学の Andrey Kostriukov 教
授による亡命教会についての優れた先行研究（Russkaia ZarubezhnaiaTserkov' v 1939-1964 gg. 
（Moscow, 2015)）を参考にした。氏はロシア正教会渉外部に勤務した経験があり、部外者には
閲覧不可能な渉外部のアルヒーフ資料をふんだんに用いた研究を上梓している。コストリュー
コフ教授とモスクワでの研究相談をした結果、渉外部のアーカイヴが部外者には閲覧不可能で
あることが判明した。モスクワ総主教庁によるエキュメニカル運動について、新しい知見を発
券することは短期的なアーカイヴ調査では困難であるため、現在も継続的に調査中である。 
（３）の亡命教会に関連しては、アメリカのシカゴ主教区とニューヨーク州の在外ロシア正教
会聖シノド・アルヒーフ、およびジョルダンビリーの聖三位一体修道院の図書館で調査を行う
ことができた。シカゴでは、在外教会におけるニコライ二世一家列聖に関わった司祭の妻に話
を聞くことができた。また、彼女自身が 1970 年代にツーリストとしてレニングラードの聖クセ
ーニヤの墓を訪れた経験についても明らかになった。聖シノドおよび聖三位一体修道院での資
料集では、クロンシュタットの聖イオアン神父、聖クセーニヤ、皇帝一家の崇敬と列聖に関す
る大量の一次資料および、新聞・雑誌記事を手に入れることができた。 
 在外教会が列聖に踏み切るに至った経緯として、在外教会を本国のロシア教会に従属するも
のではなく、真のロシア教会と考えた府主教フィラレート（ボズネセンスキー）が指導者とな
ったことが、重要な意味をもっていたことを明らかにした。また、イオアン神父やクセーニヤ
の列聖に向けては、一般信徒からなる兄弟会／姉妹会がイニシアティブを取って、奇跡譚を収



集し、イオアンやクセーニヤの文化的表象の造形に大きく貢献していたことがわかってきた。
一方の皇帝一家の列聖に関しては、歴史認識が大きな問題となった。皇帝一家の運命をどのよ
うに表象し、普及するかという問題が極めて重要であり、これに高位聖職者や知識人などのロ
シア人ディアスポラのエリートが大きく関わっていたことが、さまざまな資料から明らかにな
ってきた。 
生前、不人気だった皇帝は、亡命ロシア社会において革命の犠牲のシンボルとなり、ロシアの
聖ヨブになぞらえられた。1981 年には在外教会において革命への批判と復古主義のメッセージ
を本国に突きつける形で、革命期の多くの殉教者たちと共に聖人に列せられた。1980 年代末以
降、ロシア本国でも亡命教会で形成された言説が急速に受け入れられ、それは今日の復古的保
守主義にまで影響を及ぼしていることを明らかにした。 
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